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尚
絅
大
学
図
書
館
所
蔵
の
家
庭
雑
誌
「
団
欒
」
の

　
　
　

義
理
人
情
号
（
大
正
七
年
三
月
号
）
に
お
け
る

　
　
　
　

平
塚
雷
鳥
と
与
謝
野
晶
子
の
義
理
人
情
観

宮　

﨑　

尚　

子

は
じ
め
に

　

尚
絅
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
石
丸
梧
平
主
宰
の
家

庭
雑
誌
「
団
欒
」（
十
六
冊
所
蔵
）
の
第
四
年
三
月
号
（
大
正

七
年
三
月
一
日
発
行
）
は
、「
義
理
人
情
号
」
と
い
う
特
集

を
組
ん
で
い
る
。
執
筆
者
は
谷
本
富
、
石
丸
梧
平
、
吉
野
至
、

平
塚
雷
鳥
、
与
謝
野
晶
子
、
棚
橋
絢
子
、
鳩
山
春
子
、
伊
賀

駒
吉
郎
、高
安
六
郎
、田
口
正
助
（
掲
載
順
）
の
九
名
で
あ
る
。

今
回
は
そ
の
中
の
平
塚
雷
鳥
（
明
子
）、
与
謝
野
晶
子
、
棚
橋

絢
子
、
鳩
山
春
子
の
四
者
の
「
諸
名
家
の
義
理
人
情
」
の
頁

を
特
に
取
り
上
げ
て
論
じ
る
。
大
正
七
年
の
三
月
と
言
え
ば
、

所
謂
「
母
性
保
護
論
争
」
が
始
ま
っ
た
時
期
と
も
一
致
す
る
。

「
母
性
保
護
論
争
」
と
は
与
謝
野
晶
子
、
平
塚
雷
鳥
、
山
川
菊

栄
、
山
田
わ
か
な
ど
が
加
わ
り
、
約
一
年
に
渡
り
論
じ
ら
れ

社
会
現
象
に
ま
で
な
っ
た
問
題
で
あ
る
。
こ
の
論
争
に
関
わ

っ
た
平
塚
雷
鳥
と
与
謝
野
晶
子
が
同
時
期
、
新
義
理
人
情
観

に
関
し
て
「
団
欒
」
誌
上
で
論
じ
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
「
団
欒
」

自
体
が
今
ま
で
未
発
見
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
管
見
の
限

り
こ
の
平
塚
雷
鳥
と
与
謝
野
晶
子
の
新
義
理
人
情
観
は
全
集

等
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

一
、
雑
誌
「
団
欒
」
の
性
格
と
「
義
理
人
情
」
特
集
号

　

雑
誌
「
団
欒
」
は
大
正
四
年
に
創
刊
さ
れ
た
家
庭
雑
誌
で
、

主
宰
は
石
丸
梧
平
（
号
：
梅
外
）
で
あ
る
。
石
丸
梧
平
（
明

治
十
九
年
四
月
五
日
、
大
阪
府
豊
能
郡
熊
野
田
村
に
生
ま
れ

る
。
没
年
は
昭
和
四
十
四
年
四
月
八
日
。）
は
作
家
で
も
あ
り

宗
教
家
で
も
あ
る
人
物
で
、
中
学
校
が
同
じ
だ
っ
た
と
い
う
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縁
（
石
丸
は
明
治
三
十
二
年
に
入
学
し
、
翌
三
十
三
年
十
一

月
二
十
四
日
に
「
眼
病
」
を
理
由
に
退
学
し
て
い
る
。）
で
、

作
家
の
川
端
康
成
と
も
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
後
に
石
丸

梧
平
主
宰
の
「
人
生
創
造
」（
大
正
十
三
年
創
刊　

大
阪
屋
號

書
店
）
の
直
前
ま
で
こ
の
「
団
欒
」
は
発
行
さ
れ
る
。
創
刊

号
は
五
千
部
で
そ
の
上
再
版
さ
れ
て
大
阪
を
中
心
に
読
ま
れ

て
い
た
雑
誌
と
思
わ
れ
る
。
中
流
家
庭
を
意
識
し
て
か
、
料

理
の
話
や
家
庭
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
評
論
文
や
小
説
、
短
歌
な
ど
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
と

い
っ
た
構
成
で
あ
る
。
短
歌
と
い
っ
て
も
当
時
の
著
名
人
の

作
品
を
載
せ
て
お
り
、
齊
藤
茂
吉
、
若
山
牧
水
、
折
口
信
夫
、

与
謝
野
晶
子
、
佐
々
木
信
綱
な
ど
の
名
が
散
見
さ
れ
る
。
石

丸
は
家
庭
生
活
を
軸
と
し
て
立
派
な
思
想
生
活
を
営
む
こ
と

で
、
社
会
に
貢
献
す
る
意
欲
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
雑
誌
の
支
援
団
体
と
い
う
べ
き
「
日
本
淑
女
会
」
は
「
団

欒
社
」
内
に
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
会
長
が
大
久
保
大

阪
府
知
事
夫
人
、
副
会
長
が
谷
本
富
博
士
夫
人
で
、「
人
類

の
調
査
抱
擁
と
一
家
の
団
欒
」
を
目
的
と
し
て
い
た
よ
う
だ
。

月
刊
誌
で
、大
阪
を
拠
点
と
し
た
「
唯
一
無
二
の
家
庭
と
文
芸
」

の
雑
誌
で
あ
っ
た
。「
大
阪
の
名
流
婦
人
の
筆
頭
に
は
高
安
病

院
院
長
医
学
博
士
高
安
道
成
婦
人
や
す
子
が
あ
げ
ら
れ
、『
家

庭
と
文
芸
』
の
両
趣
味
を
巧
み
に
調
和
し
、
美
的
生
活
を
遺

憾
な
く
実
行
し
た
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
齊

藤
茂
吉
の
門
下
の
歌
人
と
し
て
も
著
名
な
高
安
や
す
子
。
い

う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
大
阪
出
身
、
京
大
独
文
科
卒
業
、

京
大
教
授
、
土
屋
文
明
に
師
事
し
、
近
藤
芳
美
と
も
作
風
の

近
い
高
安
国
世
の
母
で
あ
る
。」（
紅
野
敏
郎
「『
団
欒
』
の
創

刊
号
―
大
阪
か
ら
の
声
」「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
一
八
八
六

年
九
月　

至
文
堂
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
良
家
の
子
女
の
模

範
と
な
る
べ
き
、
ま
さ
に
家
庭
団
欒
を
理
想
と
し
た
家
庭
雑

誌
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
下
、
そ
の
「
義
理
人
情
」
号
を
五
人
分
列
挙
す
る
。（「
団

欒
」
第
四
年
三
月
号
「
義
理
人
情
号
」
目
次
は
拙
稿
「
石
丸

梧
平
主
宰
の
家
庭
雑
誌
『
団
欒
』
に
関
す
る
調
査
①
」
に
所

収
さ
れ
て
い
る
。）

①
義
理
と
人
情
と
法
律
と　

顧
問　

文
学
博
士　

谷
本
富

　

昔
の
世
の
中
は
此
の
妓
炉
と
人
情
と
の
二
つ
で
治
ま
っ
て

居
た
の
だ
が
、
追
々
掟
と
か
禁
制
と
か
云
ふ
も
の
が
明
文
に

書
か
れ
る
様
に
成
り
、
そ
れ
が
更
に
進
ん
で
今
日
は
法
治
国

で
、
社
会
大
小
の
事
は
法
律
で
取
り
極
め
ら
れ
る
様
に
成
っ



－ 33 －

た
。
憲
法
は
国
家
て
ふ
一
大
社
会
の
下
に
、
五
儕
臣
民
個
人

と
し
て
守
る
べ
き
義
理
を
定
め
ら
れ
て
あ
り
、
民
法
は
又
親

子
と
か
夫
婦
と
か
、
一
家
の
関
係
よ
り
世
間
一
般
の
取
引
き

関
係
や
、
色
々
の
約
束
に
就
い
て
人
々
の
履
ん
で
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
義
理
が
書
い
て
あ
る
。

②
「
団
欒
」
義
理
人
情
と
新
道
徳　

主
筆　

石
丸
梅
外

　
「
義
理
と
人
情
」
随
分
よ
く
聞
く
言
葉
で
、
こ
れ
ま
で
の
旧

道
徳
で
は
こ
の
二
つ
の
言
葉
が
、
世
の
中
の
道
徳
の
殆
ど
凡

て
を
説
明
す
る
の
の
だ
と
言
つ
て
好
い
位
で
あ
る
。
／
道
徳

上
の
徳
目
を
挙
ぐ
れ
ば
い
ろ

く
に
沢
山
あ
る
だ
ら
う
が
、

こ
れ
を
心
理
的
に
考
へ
て
見
る
と
全
く
こ
の
「
義
理
」
と
「
人

情
」
の
二
元
の
な
や
み
の
中
に
多
く
の
人
々
は
過
ぎ
て
来
た

の
で
あ
る
。
／
義
理
は
即
ち
客
観
的
な
も
の
で
、
人
情
は
主

観
的
の
も
の
で
あ
る
。
／
芝
居
な
ど
を
見
て
も
直
ぐ
出
て
来

る
も
の
は
こ
の
義
理
と
人
情
と
の
な
や
み
で
あ
る
。
自
己
の

願
望
の
ま
ゝ
を
通
さ
う
と
す
る
人
情
の
切
な
る
要
求
と
、
さ

う
し
た
個
人
の
望
み
の
ま
ゝ
に
は
さ
せ
な
い
世
間
の
義
理
と

が
、
堰
を
押
し
つ
し
て
戦
ふ
と
こ
ろ
に
血
の
出
る
様
な
叫
び

が
あ
る
。
そ
こ
に
芝
居
の
見
物
人
を
し
て
涙
を
絞
ら
し
め
て

居
る
。―
中
略
―「
義
理
」と
云
ふ
も
の
は
正
し
い
も
の
だ
。「
人

情
」
に
就
く
の
は
い
け
な
い
こ
と
だ
。
斯
う
云
ふ
風
に
昔
か

ら
堅
く
考
へ
ら
れ
て
来
た
。
／
け
れ
ど
も
こ
の
考
へ
か
た
は

近
代
に
な
る
ほ
ど
あ
ま
り
権
威
が
な
く
な
つ
て
来
た
。
即
ち

人
々
が
自
己
と
云
ふ
も
の
を
し
つ
か
り
と
意
識
し
主
張
し
て

来
た
か
ら
で
あ
る
。
／
近
代
の
特
色
は
こ
の
「
自
己
」
と
云

ふ
も
の
を
し
つ
か
り
と
見
出
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
昔
の
道
徳

は
何
で
も
彼
で
も
伝
来
の
習
慣
に
よ
つ
て
不
合
理
な
権
威
に

盲
従
し
て
来
た
も
の
だ
が
、
近
代
の
人
々
は
、
さ
う
し
た
盲

従
は
夢
に
も
出
来
な
い
。
先
づ
第
一
に
「
自
分
」
と
云
ふ
も

の
を
し
つ
か
り
と
顧
み
て
そ
の
上
に
得
心
づ
く
で
な
け
れ
ば
、

何
事
も
出
来
な
い
。
人
本
主
義
だ
と
か
、
個
人
主
義
だ
と
か

云
ふ
言
葉
が
多
く
用
ゐ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
が
、
ど
う
し
て

も
主
観
と
云
ふ
も
の
を
重
ん
じ
る
様
に
な
つ
て
来
た
の
で
あ

る
。
／
そ
れ
で
「
義
理
」
と
「
人
情
」
の
何
れ
を
重
ん
ず
る

か
と
云
ふ
と
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
人
情
を
重
ん
ず
る
。
自
分

の
感
情
を
重
ん
じ
、
自
分
の
利
益
を
重
ん
ず
る
。「
義
理
」
即

ち
世
の
中
へ
の
務
め
は
な
る
べ
く
し
な
く
な
つ
て
来
た
。
少
々

他
人
へ
の
義
理
は
悪
く
て
も
、
先
づ
第
一
に
自
分
と
云
ふ
大

切
な
も
の
を
立
て
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
が
今
日
の

人
々
の
行
き
方
で
あ
る
。
そ
の
間
に
は
も
う
二
元
の
な
や
み
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な
ど
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
位
で
あ
る
。

③
近
代
人
の
生
活
と
義
理
人
情　
　

夕
陽
丘
畔　

吉
野
至

　

時
も
処
も
人
種
も
よ
く
三
世
を
通
じ
て
変
ら
ぬ
大
な
る
流

れ
が
あ
る
。
そ
れ
は
人
情
で
あ
る
。
こ
の
自
然
の
流
れ
に
堤

防
を
作
っ
た
り
堰
を
と
め
た
り
、
屈
曲
さ
し
た
り
す
る
も
の

は
義
理
で
あ
る
。
義
理
の
柵
と
は
よ
く
云
つ
た
も
の
と
思
ふ
。

／
人
情
は
緯
で
真
直
に
単
調
に
、
生
ま
れ
た
ま
ゝ
に
伸
び
て

行
か
う
と
し
て
居
る
。
そ
れ
に
横
か
ら
組
合
つ
て
〆
め
た
り
、

交
を
つ
け
た
り
、
縮
ま
し
た
り
す
る
の
は
義
理
の
経
で
あ
る
。

／
こ
の
二
つ
が
織
り
合
つ
て
人
生
が
複
雑
に
な
り
、
そ
こ
に

無
限
の
喜
劇
悲
劇
が
構
成
さ
れ
る
。
／
近
松
や
シ
エ
ー
ク
ス

ピ
ー
ア
劇
な
ど
か
ら
楽
天
地
の
お
芝
居
に
至
る
ま
で
、
こ
の

二
つ
の
配
合
に
よ
り
て
、
千
趣
万
様
の
場
面
が
構
成
さ
れ
る
。

／
随
つ
て
こ
の
問
題
は
一
見
陳
腐
極
ま
る
や
う
に
見
え
て
、

実
は
不
老
青
春
の
活
題
で
あ
る
。
千
古
の
宿
題
た
る
デ
リ
ケ

ー
ト
な
も
の
で
あ
る
。
／
理
知
の
窓
よ
り
人
生
を
見
れ
ば
皆

喜
劇
に
見
え
、
情
よ
り
し
て
見
る
と
悉
く
悲
劇
だ
と
い
ふ
、

暫
く
人
間
の
立
場
を
離
れ
て
、
冷
静
に
、
上
空
に
飛
翔
し
て

俯
瞰
す
る
と
人
間
の
喜
怒
哀
楽
悉
く
こ
れ
小
児
の
戯
れ
か
と

も
見
え
る
が
、
扨
て
一
々
自
ら
味
は
ひ
遭
遇
す
る
と
ど
れ
も

ぐ
生
命
の
一
部
で
あ
つ
て
血
が
出
る
ほ
ど
切
実
な
も
の
ば

か
り
で
あ
る
。

④
大
阪
の
人
情
と
風
俗　
　

甲
陽
中
学
校
・
樟
陰
女
学
校
長

　

伊
賀
駒
吉
郎

　

斯
う
言
つ
た
か
ら
と
て
、
大
阪
人
を
以
て
唯
盲
目
的
な
る

拝
金
の
徒
と
看
做
す
は
甚
だ
し
き
誤
り
だ
と
申
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
彼
の
「
寿
の
門
松
」
の
山
崎
浄
閑
も
決
し
て
涙
な
き
と

は
言
は
れ
ま
せ
ぬ
。
彼
等
は
義
理
人
情
に
悖
り
て
ま
で
も
、

巨
万
の
富
を
翹
望
す
る
の
だ
と
言
は
れ
な
い
。
彼
等
が
金
を

積
も
う
と
す
る
の
は
、
積
む
が
為
め
の
み
に
積
む
の
で
は
な

い
彼
等
は
金
に
対
す
る
興
味
を
溝
渠
と
し
て
、
商
業
に
対
す

る
興
味
も
生
じ
、
そ
し
て
そ
の
商
業
に
対
す
る
興
味
が
発
展

し
て
、
商
人
養
成
に
対
す
る
興
味
も
起
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。

⑤
諺
よ
り
見
た
る
世
態
人
情　

天
王
寺
師
範
学
校
訓
導　

田

口
正
助

　

好
き
こ
そ
も
の
ゝ
上
手
な
れ
／
下
手
の
横
好
き
／
早
い
も

の
が
勝
つ
／
せ
い
て
は
事
を
仕
損
ず
る
／
鳶
が
鷹
を
生
む
／

瓜
の
蔓
に
は
茄
が
な
ら
ん
／
親
に
似
な
い
子
は
鬼
の
子
／
体

は
生
め
ど
も
心
は
生
ま
ず
／
論
語
読
み
の
論
語
知
ら
ず
／
坊

主
の
不
信
心
／
布
施
な
い
経
に
袈
裟
お
と
す
／
商
人
の
空
誓
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文
／
紺
屋
の
あ
さ
つ
て
／
百
姓
の
去
年
物
語
／
子
な
き
も
の

は
去
る
／
腹
は
借
り
も
の
／
粉
糠
三
合
も
ら
つ
た
ら
養
子
に

行
く
な
／
嫁
を
娶
れ
ば
吾
子
で
も
憎
い
／
嫁
と
姑
と
は
犬
と

猿
／
小
姑
一
人
は
鬼
千
匹
／
親
の
光
は
七
光
り
／
親
と
月
夜

は
い
つ
で
も
よ
い
／
憎
い
嫁
か
ら
可
愛
い
子
が
出
来
た
／
女

子
と
小
人
と
は
養
ひ
難
し
／
女
さ
か
し
う
し
て
牛
を
売
り
損

ふ
／
女
に
白
い
歯
を
見
せ
な
／
貞
女
両
夫
に
ま
み
え
ず
／
さ

は
ら
ぬ
神
に
祟
り
な
し
／
金
が
も
の
言
ふ
世
の
中
／
昔
は
昔

今
は
今
／
は
な
（
花
）
の
下
よ
り
は
な
（
鼻
）
の
下
／
金
の

切
れ
目
が
縁
の
切
れ
目
／
地
獄
の
里
（
マ
マ
）も
金
次
第
／
金
が
浮
世

か
浮
世
が
金
か
／
時
は
金
な
り

　

こ
れ
ら
の
義
理
人
情
観
は
、
企
画
と
し
て
「
義
理
人
情
観
」

を
テ
ー
マ
に
書
く
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
内
容
で

あ
る
。
①
の
谷
本
は
、
大
き
く
「
社
会
」
と
い
う
枠
組
み
の

中
か
ら
人
間
関
係
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
②
の
石
丸
は
古

典
文
芸
に
旧
弊
な
義
理
に
翻
弄
さ
れ
た
人
々
の
姿
を
見
て
お

り
、
近
代
人
は
「
人
情
」
を
優
先
さ
せ
る
為
に
そ
の
よ
う
な

悩
み
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
③
の
吉
野
は
「
理

知
の
窓
よ
り
人
生
を
見
れ
ば
皆
喜
劇
に
見
え
、
情
よ
り
し
て

見
る
と
悉
く
悲
劇
だ
」
と
い
い
、
義
理
人
情
と
文
学
の
関
係

を
強
調
し
て
い
る
。
④
の
伊
賀
は
大
阪
人
の
「
義
理
人
情
」

に
限
定
し
て
言
及
し
て
い
る
。
⑤
の
田
口
は
人
情
に
関
わ
る

諺
を
取
り
上
げ
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
団
欒
」

は
家
庭
雑
誌
と
は
言
っ
て
も
全
体
的
に
文
芸
雑
誌
の
趣
が
強

い
。

二
、「
新
し
い
女
」
と
「
母
性
保
護
論
争
」
の
影
響

　

平
塚
雷
鳥
と
与
謝
野
晶
子
の
新
義
理
人
情
観
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
が
次
に
あ
げ
る
「
諸
名
家
の
義
理
人
情
」
と
い
う

項
目
で
あ
る
。

　
　
　

諸
名
家
の
義
理
人
情

新
し
い
人
に
は
義
理
は
不
必
要
で
あ
る　
　

平
塚
朋
（
マ
マ
）子

　

昔
の
人
は
、
義
理
人
情
を
解
す
る
人
を
最
も
善
人
と
し
て

ゐ
た
や
う
で
す
け
れ
ど
、
義
理
と
人
情
は
反
対
の
や
う
に
思

ひ
ま
す
。

　

義
理
は
ほ
ん
の
形
式
な
、
即
ち
非
人
情
的
な
も
の
で
、
真

の
情
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
だ
か
ら
新
し

い
人
に
は
こ
の
義
理
と
言
ふ
も
の
は
不
必
要
の
事
の
や
う
に

思
は
れ
ま
す
。
／
人
情
に
は
昔
も
今
も
変
り
は
な
い
の
で
せ

う
が
、　

人
情
の
表
現
法
に
は
そ
れ
ぞ
れ
相
異
が
あ
る
と
思
い
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ま
す
。

　
　

新
し
い
義
理
に
生
き
よ　
　
　

与
謝
野
晶
子

　

新
し
い
義
理
、
新
し
い
人
情
に
生
き
る
こ
と
を
忘
れ
て
、

古
き
義
理
人
情
に
の
み
拘
泥
す
る
こ
と
を
私
は
好
み
ま
せ
ん
。

進
化
の
な
い
所
に
ほ
ん
と
う
の
生
活
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。

義
理
も
人
情
も
進
化
し
ま
す
。
そ
の
進
化
に
率
先
す
る
の
が

進
歩
主
義
者
、
そ
れ
に
追
随
す
る
の
が
保
守
主
義
者
、
さ
う

し
て
全
く
そ
の
進
化
を
無
視
す
る
の
が
、
時
代
錯
誤
の
頑
迷

者
流
だ
と
考
へ
ま
す
。

　
　

公
的
の
義
理
人
情
た
れ　
　

棚
橋
絢
子

　

現
代
の
状
態
は
真
の
義
理
人
情
と
い
ふ
も
の
は
行
は
れ
ず
、

益
々
軽
佻
浮
薄
に
傾
く
感
な
き
能
は
ず
。
之
れ
を
路
上
に
観

る
に
電
車
ま
た
は
汽
車
等
の
中
に
入
る
も
の
他
人
の
迷
惑
と

な
る
こ
と
を
為
す
が
如
き
往
々
こ
れ
あ
り
、
単
に
知
れ
る
人
、

交
る
人
の
間
の
み
に
普
通
の
義
理
人
情
と
い
ふ
も
の
を
尽
く

さ
ず
、
一
般
公
共
の
上
に
つ
き
て
今
少
し
相
互
に
之
れ
を
尽

し
た
き
も
の
と
常
に
感
じ
居
れ
り
。

同
情
よ
り
自
然
に
発
露
す
る
も
の
が
人
情
也　
　

鳩
山

春
子

　

人
情
に
最
も
必
要
な
る
は
感
謝
の
心
と
同
情
の
心
で
あ
る

と
存
じ
ま
す
。
忠
と
い
ひ
孝
と
い
ふ
も
の
畢
竟
自
己
が
受
け

た
る
親
切
、
同
情
、
恩
恵
に
感
謝
し
、
忘
れ
ざ
る
に
基
づ
く
。

ま
た
家
庭
、
社
会
の
円
満
和
合
は
、
吾
人
が
人
の
困
苦
を
察

す
る
の
明
を
備
へ
そ
の
困
苦
の
原
因
如
何
を
問
は
ず
、
之
を

気
の
毒
に
思
ひ
慰
撫
援
助
の
手
を
伸
ば
さ
ん
と
す
る
美
し
き

同
情
が
根
底
と
な
つ
て
、
自
然
に
発
露
す
る
に
在
る
と
存
じ

ま
す
。

　

森
鷗
外
に
よ
っ
て
「
与
謝
野
晶
子
さ
ん
に
就
い
て
」（「
中

央
公
論
」
明
治
四
十
五
年
六
月
号
）
の
中
で
「
僕
が
特
に
言

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
は
無
い
だ
ら
う
。
併
し
樋
口
さ
ん

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
女
流
の
す
ぐ
れ
た
人
を
推
す
と
な
る

と
、
ど
う
し
て
も
此
人
で
あ
ら
う
。」
と
ま
で
評
さ
れ
た
平
塚

雷
鳥
と
与
謝
野
晶
子
で
あ
る
。
九
人
の
論
者
た
ち
の
中
で
石

丸
梧
平
の
「
新
道
徳
」
と
い
う
表
現
以
外
、
二
人
だ
け
が
義

理
人
情
観
に
明
確
に「
新
し
い
」と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。

雷
鳥
は
新
し
い
人
に
義
理
は
不
要
で
、
人
情
だ
け
で
生
き
て

行
く
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
対
し
て
晶
子
は
新
し
い
義

理
人
情
を
模
索
す
る
べ
き
だ
と
述
べ
る
。
義
理
人
情
号
の
他

の
執
筆
者
た
ち
に
は
な
い
「
新
し
い
」
義
理
人
情
観
を
持
っ

て
い
る
点
が
特
異
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、そ
れ
だ
け
二
人
が「
新
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し
い
」
と
い
う
言
葉
を
意
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
証
で

も
あ
る
。
大
正
二
年
一
月
号
の
「
中
央
公
論
」
に
て
、
雷
鳥

は「
私
は
新
し
い
女
で
あ
る
」と
い
う
文
章
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

雷
鳥
は
『
青
鞜
』
の
編
集
権
を
伊
藤
野
枝
に
譲
渡
し
て
か

ら
は
家
族
の
世
話
に
追
わ
れ
、
生
活
は
困
窮
し
て
い
た
。
大

正
七
年
三
月
に
与
謝
野
晶
子
が
「
婦
人
公
論
」
誌
上
に
於
い

て
「
紫
陰
録
」
の
中
の
一
項
目
「
女
子
の
徹
底
し
た
独
立
」

と
い
う
文
章
に
「
欧
米
の
婦
人
運
動
に
よ
つ
て
唱
へ
ら
れ
る
、

妊
娠
分
娩
等
の
時
期
に
あ
る
婦
人
が
国
家
に
向
つ
て
経
済
上

の
特
殊
な
保
護
を
要
求
し
や
う
と
い
ふ
主
張
に
賛
成
し
か
ね

ま
す
」
と
し
「
男
子
の
財
力
を
あ
て
に
し
て
結
婚
及
び
分
娩

す
る
女
子
は
、
た
と
へ
そ
れ
が
恋
愛
関
係
の
成
立
し
て
ゐ
る

男
女
の
中
で
あ
つ
て
も
、
経
済
的
に
は
依
頼
主
義
を
と
つ
て

男
子
の
奴
隷
と
な
り
、
も
し
く
は
男
子
の
労
働
の
成
果
を
侵

害
し
盗
用
し
つ
つ
あ
る
者
だ
と
思
ひ
ま
す
」
と
女
子
の
経
済

的
自
立
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
雷
鳥
は
「
婦

人
公
論
」
五
月
号
に
お
い
て
「
母
性
保
護
の
主
張
は
依
頼
主

義
か
―
与
謝
野
晶
子
氏
へ
―
」
と
し
て
反
論
し
て
い
る
。「
十

分
な
言
葉
の
意
味
で
母
の
経
済
的
独
立
と
い
ふ
こ
と
は
余
程

特
殊
な
労
働
能
力
あ
る
者
の
ほ
か
は
全
然
不
可
能
な
こ
と
だ

と
し
か
私
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
し
て
、
母
性
保
護
は

国
家
の
義
務
だ
と
雷
鳥
は
主
張
す
る
。
こ
の
様
子
は
「
母
性

保
護
を
国
家
に
も
と
め
る
の
は
奴
隷
道
徳
の
考
え
だ
と
す
る

主
張
と
、
母
性
保
護
は
国
家
の
当
然
の
義
務
だ
と
す
る
主
張

と
は
、
終
始
ま
じ
わ
る
こ
と
の
な
い
平
行
線
を
え
が
い
た
。」

（
岡
満
男
「
婦
人
雑
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
軌
跡
（
三
）
―
男

尊
女
卑
の
生
活
秩
序
を
め
ぐ
っ
て
―
」「
評
論
・
社
会
科
学
」

一
九
八
〇
年
八
月
）と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
一
年
に
及
び
、

母
性
保
護
論
争
は
山
川
菊
栄
や
山
田
わ
か
、
島
中
雄
三
、
山

田
嘉
吉
（
山
田
わ
か
の
夫
）
等
を
交
え
た
大
論
争
へ
と
発
展

し
て
社
会
現
象
化
し
た
。
女
性
解
放
の
思
想
家
で
あ
っ
た
山

川
菊
栄
は
、
双
方
の
主
張
を
部
分
的
に
認
め
つ
つ
も
、
大
事

な
の
は
差
別
の
な
い
社
会
で
し
か
夫
人
の
解
放
は
実
現
し
な

い
と
社
会
主
義
的
な
立
場
か
ら
母
性
保
護
論
を
展
開
し
た
。

結
論

　

家
庭
雑
誌
「
団
欒
」
誌
上
に
お
け
る
九
人
の
義
理
人
情
観

を
見
て
来
た
。
平
塚
雷
鳥
は
新
し
い
人
に
は
義
理
そ
の
も
の

が
必
要
無
く
、
人
情
だ
け
に
生
き
れ
ば
良
い
と
云
う
。
方
や

晶
子
は
旧
弊
の
義
理
人
情
で
は
な
く
、
義
理
人
情
そ
の
も
の
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が
新
し
い
認
識
で
捉
え
ら
れ
直
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。「
義

理
人
情
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
「
新
し
い
」
視
点
で
捉
え
直
す

べ
き
と
主
張
し
た
の
は
こ
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。
そ
う
い
う

点
で
二
人
の
主
張
は
表
面
上
違
い
な
が
ら
も
、
根
本
的
な
と

こ
ろ
で
は
共
通
の
認
識
を
し
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。

〈
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